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【左図】建物2階床上にて脚立を使用して屋根構造部材（母屋材）の取付作業を行っていたところ、母屋材を動かした反力が掛かり、【右図】バランスを崩し床上に墜落した（1.4m）。
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ところ、母屋材を動かした反
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最小高さ：1.51m

最大高さ；1.91m

②本件の事故原因や再発防止策などを工事関係者全員に対し説明する。

①高所での重量物を取り扱う作業については、脚立ではなく、可搬式作業台を使用し、足元の安全性を確保する。
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